








〔はじめに〕 

治療効果を評価する際には,通常生存率曲線が計算され,さらに 2群間での生存率曲線の優

劣を統計学的に検討するために検定が行なわれる。これらの具体的方法については,日本癌

治療学会においても規約が作られ 1),医学研究者の間でも一定の理解に達したと言えよう。 

しかしながら,2 群の治療法を比較する際に常に問題となるのは,各群での予後因子の偏り

であって,この点を明確にしなければ治療効果を正確に判定することは不可能となる。いず

れの研究においても予後因子が偏らないよう最善の努力が払われているのであるが,実際

には偏りをなくすことはかなり難しいのが現状であろう。多要因を同時に補正して治療効

果をみる手法としてCox の Proportional Hazard Mode12)が注目されているが,わが国では

汎用のプログラムが未だ入手し難い。 

そこで,一般医学研究者が実際に用いることができるような手法で,予後因子を補正する実

用的な一方法を考案したので紹介する。 


